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主 論 文 題 名 
 肥大型心筋症に睡眠呼吸障害（Sleep-disordered Breathing: SDB） が合併しやすいこと
は広く知られており、SDBは肥大型心筋症の予後不良因子としても報告されている。経
皮的中隔心筋焼灼術（Percutaneous Transluminal Septal Myocardial Ablation: PTSMA）











mmHgから34.9±29.0 mmHgへと有意に軽快し、また左房径も46.0±7.1 mmから42.6±4.8 
mmへと有意な縮小を認めた。SDBを合併した32症例の薬剤抵抗性HOCMのうち、22症例
にPTSMAを施行し、そのうち16症例にPTSMA一週間後の睡眠時無呼吸検査を実施した。
PTSMA前 後 でAHIは 中 央 値15.4 [四 分 位10.9-23.5] か ら13.1 [8.3-17.8] に 改 善 し た 
（P=0.020)。特に中枢性無呼吸指数は中央値 0.85 [0.15-3.10] から0.10 [0.00-0.80] に低下 








秋 田  敬 太 郎 
Ameliorating the severity of sleep-disordered breathing concomitant with heart failure status 
after percutaneous transluminal septal myocardial ablation for drug-refractory hypertrophic 
obstructive cardiomyopathy  
（薬剤抵抗性閉塞性肥大型心筋症に対する経皮的中隔心筋焼灼術で得られる心不全症状 
 を伴う睡眠呼吸障害の改善） 
